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専門家への一つの道

． 
正倉院にある「鳥毛立女昇風」は樹下美人図

ともいわれ、奈良時代の作品であるが、作者は

不明である。美人図としては、唐のものに似て

いるので、唐で画かれたものと考えられたこと

もあったが、江戸時代以来の修理て＼画の下張

りに使われた天平勝宝四年六月五日の日付をも

っ古文書が数多く発見され、これらによってこ

の美人画が日本で画かれたことが明らかにされ

てきた。

ある時、女子学生の一人が、このような美人

図を匝｜し、た奈良時代の画師の研究を卒業論文に

したいと申し出てきた。彼女はそれから図書館

にいき、この美人図についての研究論文を探し、

それらをコピーした。 そのうち、それらの論文

は参考でしかないことが判ってきた。彼女は夏． 休みになると 奈良時代の古文書を集めた 『大

日本古文書』の編年の部の25巻を 1巻ずつ読み

始め、その中から画師関係の史料を抜き 書 きし

ていった。一方では、いくつもの美術全集を丹

念に見ていった。そのような時の本はすべて図

書館のものであったが、こう して彼女は原稿用

紙120枚（48,000字）の卒業論文をまとめた。美

人図の作者は不明のままだったが、その時代の

画師のいろいろな姿が明らかにされた。彼女は

一応の満足感をも ったようだ。そしてこの論文

の、あとがきかで、論文作成のための資料収集

にあたって、大学図書館の方々にお世話になっ

たことに謝意を述べていた。

卒業論文のホ序ぺあるいは、あとがきグてや図

書館の方々に謝意を述べることはよくあること

図 書館 長長 洋

である。卒業論文作成にとりかかる以前には、

あまり 専門的ではなかった学生も 、これを書き

終えると、まがりなりにも論じ終えた満足感を

もつようになる。そして、そのような自分を振

り返ってみた時、ひたむきに資料を探しまわっ

ていた自分を支えてくれた図書館の有難みをし

みじみ感じ、何度も書庫に足を運んでは何冊も

の本を持って来てくれ、時には激励の言葉をか

けてくれた館員の方々に感謝の念が湧いてきた

のだろう。教師の助言もさることながら、図書

館は、 学生にとっては飛躍の土台となるところ

であり、そこに専門家への一つの道があった。

教師にとっても図書館は有難いところである。

私自身の歩みを振り返っても、空襲で焼失 した

戦前の福岡県立図書館には じめていった時の感

激以来、今日まで数多くの図書館にお世話にな

ってきた。探している史料を見出 した時の喜び

は格別である。

現在、大学図書館は、他の図書館との横の連

絡が緊密であり 、学生諸君が探す本や雑誌・論

文などがない時は、 他の図書館に照会 して、本

とともに必要な論文のコピーも取り寄せてもら

うことができる。閲覧のカウンターに気軽に申

し出ていただきたい。また読みたい本で未購入

のものは、 書名 を申 し出てもらえば、ご要望に

応ずることができる し、それだけ図書館も充実

することになる。

図書館は、知的生産の場であり、また皆さん

によって大きく育ててもらうところでもある。

（ちょう・ょういち 文学部教授）
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「本は自分で見つけよう」「新たな認識の旅ヘ」

フランス語専攻課程主任

教授西村牧
英文学科主任

教授 安河内

． 

． 

夫

私は、ここ十数年というもの、読書なるもの

をしたことがない。少なくとも、読書 という 高

い響きにふさわ しい行為（あるいは、本を恋人

にすることと 言っても よいが）は、花、にとって

高嶺の花だ。私が本を聞かぬというわけではな

い。む しろ、聞 きっぱな しだ。 そして、それに

目を通さぬというわけでもない。私は（到し、て生

活費を得るが、私の仕事はフランス語を研究し

たり教えたりすることだ。その限りにおいて、

私は聞いた書物の文字を迫い続ける。 しかし、

それは読書ではなく労働だ。労働者が一般に働

くことに喜びを感じるか否か、私は知らない。

私に限って言えば、それは苦痛以外の何もので

もない。だが、私は私の収入を当てに している

者たちの期待に？？くわ けにはゆかぬ。 したがっ

て、私は餌を漁る獣の心をもって書に向かう 。

これは断じであ’c；＇·~~ではな い 。

読書 とは、いつでもでき ることのように見え

ながら、な外な！食わせものかも知れね。好機 と

いう女ネ，，，の髪を摘んだら、手放 しではなら心。

「て＼お前はMei':=の楽しみを知って いる のかね」

もちろんfご。 「そいつを千平月忠したいも のだ、」 し

かし、それが，.｛＇， ・にと ってどうだと 言 うのかね ？

「ちっとは参与にもしようじ ゃないか」 およ し

なさい。ZJは在、てやはないのfご。相、は、 ］j人のた

めの読書なるものを信 じない。読書は 1人びと

りのものだ、あたかも恋人のように。昔の恋人

の干必密を君に洩らすわけにはいかぬ。

（にしむら ・まきお フランス語音声学）

光

新入生への読書案内を書こうとすると、すで

に四半世紀以上も前の大学入学時の自分の読主

体験が脳裏をかすめます。

社会学の教授が勧めた本の一冊にエーリッヒ

・フロムの 『自由からの逃亡』があり、 常識的

な束縛された人間の存在状況からの、自由への

逃亡。ではなく、抑圧や束縛のないホ自由から

の逃亡かを志向し権力の傾ljにつく人間の本性の

鋭い分析に、人間性に関する全く新 しい認識の

目が開かれた思いが しました。さらに、 書店てや

見つけたヴィク トノレ・フランクノレの 『夜と霧』

には、アウシュヴィッツのユダヤ人強制収容所

での著者自らの体験を通した人間観が描かれて

おり、活字の向こうから死臭を嘆 くや思いで読み

進みながら、これは当時翻訳されたばかりのマ

ノレチン・ブーパーの 『孤独と愛－我と汝の問題』

の中に説かれている人間関係に於る他者（汝）の

否定と物化の極限がし、かにおぞましい結果をひ

き起こすかという事の例証だと考えさせられま

した。 そしてこの本からまた、極限状況に置か

れた人間に とって未来への視点と愛する者への

思いがし、かに不可欠で、あるかを学びました。

英米文学作品は、人一倍鋭し、感性と思想、を持

っ た英米の作家たちによる 言語芸術です。 英・~tf

力をさらに身につけ、作家の深い人間と世界へ

の洞察を読み取り、それが自らの新たな世界認

識の広がりと深まりとになるように努めて下さ

し、。

英

英米文学）（やすニ うち ・ひでみつ
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~~~~主主総選新入生

まき~~1~~1~~1~~湾総務総（終業主総謀略慨深総務総総 専門書のススメ

「学問論」を考えよう「知性の探険隊員になろう」

国際文化学科主任

教授堤

~G 也教if ’、；：：r 1· 1 ： イで

都（ ~受 藤野 啓次郎

大学は、 学聞をするところです。大学生は、

そのことを通して自己の信念や思想を形成し、

自立性や主体性をつちかうこ とになります。 そ

の学問することの圧倒的部分を占めるのは、本

を読むこ tてやす。読書なくしては人類の英知を

摂取することも、自己の思考をすすめることも

できません。その意味て＼読書は、大学生活の

もっ とも基底的要素をなしています。

専門書の何を、 Eう読むかについては、 専攻

によって異なります。国際文化学科は、全教師

の執筆による 『読書案内』を作用しているので、

それを活用してください。

これから本格的な勉強を始める諸君に、要望

がひとつあります。それは、 「何を、どう 学ぶか」

という問いとともに、「なぜ学ぶのか、どのよう

な意味があるのか」、「これでし、いのカ3」と いう

聞いを常に考え続けてほしい、 ということです。

この 「学問論」は、そもそも学問するに際して

の不可欠の作業であり、入門書に対しては、例

えば高島善哉著 『社会科学入門』（岩波新書）な

Eのように、 学問の構造や特徴、 学ぶ方法や姿

勢を考える形で行われてきま した。 しかし昨年

から今年にかけての世界の激動状況は、従来に

も増して学問の意味ゃあり方、有効性が問われ

ていることを意味しているでしょう 。学問は、

現実との緊張関係のなかでその真の意義を問わ

れ、また鍛えられていきます。 と同時にこの間

いは、大学生活をおくる諸君自身の不断の自己

確認の作業でもあるでしょう。

（つつみ・けいじろう 日本近代史）

力

~A~~主教育乍科の新入生の皆さんは、 カリキュ

ラムを変更 したり、新しくコ ース制を始めたり

しましたので、新設の基礎演習が開講されてい

ます。各コースに分かれて受講 している基礎演

習で、これからの 4年間の教育・研究の指針を

示 してもら っていると思います。 また、授業の

なかで参考文献 として専門書の紹介と読書指導

もされていると思います。 その内容と 重複する

ことが多いかも知れませんが、 専門書のすすめ

という意味で述べてみたいと思います。

大学の教育 ・研究においては、 色々な情報の

獲得方法がある現在でも、文献によ って情報を

作ること がその主要な方法にな って います。得

られた結果を公開的に行う場合には、他者との

情報の交換が必要です。 この交換にあたって、

結果を相互に伝えることを行うのには文献にす

る方法が今でも有効です。

実際に、自己の研究テーマを持って、 研究を

行う上に、過去の情報を得ることは大切な作業

です。具体的には、その分野の専門書 ・論文を

読む ことになります。専門書の読み方について

は、授業によってなされていくわけですが、 学

生自 らも積極的に図書館に足を向けて、 最初は

図書館にある文献を自分の能力で読んでみるこ

とをしてみて下さい。

専門書は勿論ですが、図書館には読書の愉楽

を与えてくれる文献が沢山あるので、 卒業まで

に、それをt史しに行くのはどうでしょう 。

（ふじの・つとむ 数学）

． 

． 
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レパ、 学問トハイハズ」（石田梅岩）。このような

読書を心がけてこ そ、大学生活はパフォ ーマ ン

スできる。本との出会い、本との対話、本との

付き 合いを期待 したい。

（ひじかた・ひさし

「読まず、嫌い」

「食わず嫌い」という 言葉がある。読書にし

ても、そうではなかろうか。否、 それ以前の状

態かもしれない。入学 シーズン、 「先生は皆が本

を討tめと 言われるのでやすが、イ可を読；んfごらし、し、

のですか」と、 新入生のA君。 就職シーズン、

「履歴書の趣味欄は読書1こしたし、のですが、ジ

ャンノレは何にしまし ょうか」、「先生の愛読書で

間に合わせたし、のて＼粗筋を話してください」

しゼミ生の B君、C君。 このような話をよく

聞く 。食べれる品数が多 くなり、すべてを食べ

尽くせないのと同様に、出版される本がこれだ

け多いと、どれか ら読んでし、いのか戸惑いを覚

えるからで、あろう 。 そこで＼「まず．は 円ぅ〉て1史し

なさい」と 言いたい。自分に興II本の持てそうな

本、手軽な本、自分に納得さえあれば、イ11fでも

いいのである。それも、 「 自分で令を川して n~、

なさい」 と言いたい。無駄1こしたく ない気持ち、

これを独占したい気持ちが働くからである。咋

門書にこだわる必要はなし、。 そのうち、＇， ＇／.lllJ,1:: 

も読みたくなるはずである。読まざる をえなく

なるはずである。 とにかく、「言売まず嫌し、」を克

服しておかねばならなし、。グノレメであろうとし

た ら、食わず嫌いであ ってならないこと を｝Q.＇、う

し 容易に分かるであろう。ちなみに、 111三年

生協調査による 西南大生の 1日の読書時間は、

「ほとんどなし」 20.0%、「30分未満」 31.4%、

「～60分」34.3%、「～90分」 4.3%、「～120分」

5.0%、「～150分」2.1%、「150分以上」2.9%で

ある 。新入生の諸君は、平均以下、並かな。平

均以上であってはしい。も ちろん、古人の言葉

にもあるように、「書物デ読 ミテ書ノ 心デ知ラザ

． 
会計学原理）

「非専門書のススメ」

久方
商学科主任

教 授土、

． 

謙一郎

このシリーズの趣旨は、新入生へ専門書を読

む習慣を勧め ることだそうである。 しかし、ど

うやら私にはその資格はなさそうである 。私が

大学に在籍していた70年代の初めは、まだ学生

運動が盛んで、講義が度々刷新されていた時代

である。やっと 受験勉強か ら解放されて、これ

から自分の興味に従った勉強ができる と忠って

いたのに、私の期待 していた ような講義には滅

多にお 1::1にかからなかった。その）点閃のひとつ

は、大学の教J受と いうのは、’Vゾ I~ に教える とい

う事が恐ろしくドTて＼その ｜：不熱心fごカ、らで

ある。 （それは、バノト、私l’l身の ｜’lj氏の ことばと

もなっている。）

そこで、新人／｜うのJ?rさんへ処奈がある。先生

をあてにせず、 ｜’｜分で川組を先凡し、その問題

を解決するために、 ｜’｜分なりに色々な書物を読

み、「｜分てい解決のJiW全校以してみること であ

る。 そうすれば、体系化されてはいるが平板な

知識に過ぎなかったものが、 人11IJ ~入！・ い ふくら み

をも って、追った；t?を｝よせてくれるに注いない。

｜｜、＇i=11¥Jを l・_Tに他い地Yないことである。 以初は

) i i惑うヵ、もしれないけれど、解決をみいで手軽

な符に飛びつくと、れ＇ ;J.. jはつまらな い4イド11¥Jを

過ごすことになる 。 あまり、 ｜’ ｜ 分の ~＇i· 111 J にこ だ

わらず、 H剖l¥Jをぜいたくに使って、 日経文：JrlIゃ

中公新手！平等を百Lfo'cすることを与・えなさ い。

（たなか・けんいちろう 管理工学）

中
経営学科主任

助教授 田
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「読書精神の母」「読書のすすめJ

法律学科主任

教授堀

経済学不：I・1::1壬
助教授 清

法学部の学生に限らず、読書の一般的指針と

しては、 学生時代でなくてはなかなか読む暇と

エオ、ノレギーのな い大部の 「名著」を精読するこ

とを勧めます。社会科学の主食中の主食は何か、

f義論－のJjljれるところて。しょうが、マックス・ウ

ェーパーの 『社会科学と価値判断』や 『プロテ

スタンテイズムの倫理と資本主義の精神』をし

っかり岨唱していくこころがけがあれば申し分

ないと思います。

ドストエフスキーや神大石な どを落ち着いて読

むこ とができれば、これ もまた、 素晴ら しいこ

とでしょう。そのさい、こうした作家がし、かな

る社会環境に生まれ育ち、その社会の問題にど

のよう に取り組んだか。 こうした問いかけをし

ながら読むよう期待します。

法律や政治の勉強にさいして特別の方法、 読

書法があるか Eうか知 りません。そう した秘義

があれば私も修得したいのですが、おそらく無

いでしょう 。 ここでは真面目 に読書の道案内を

求める皆さんに安易な ことを言 うのは止め、一

つだけつけ足 しておきます。ぞれは トマス・ヒ

ノレ・グリーンの言葉です。 「自由なら んとし、

事物を理解せんとし、人生の味を楽しむこと、

これが近代精神の父である」私はグリ ーンの最

後の句を「これが読書精神の母である」と 置き

換えただけで、私の考える読書の意義を十分に

伝え得たのではな いかと思います。

（ほり ・まきよ 政治史）

真
"ft/ 
1:1ノ
作〆

新学年が近づくと私はアダム・ スミスの 『諸

国民の富』の一節を読んでほくそ笑む。たと え

ば次のような箇所。「もしかれが服している権威

が、かれ自身もその一成員である団体、 つまり

学寮または大学に属し、しかもそこでは他の成

員の大部分もまたかれと同 じよ うに教師である

か、またはそうであるべき人々であるかする な

らば、かれはおそらく協力 して、 みなたがし、に

きわめて寛大に しようとし、あ らゆる人は、自

分が自分の義務を怠るのをゆる して もらえるか

ぎり、自分の隣人がその義務を怠ってもそれに

同意 している。」スコ ットランドの大学を卒業 し、

奨学金を得て、権威ある大学オックスフォ ード

大学に入学 したアダム・スミスは、そこでの研

究・教育水準の低さに驚きあきれて上記の文章

を書いた。

あらゆる権威に屈するこ となく自分の頭で考

え抜くことの痛快さを私はアダム・ス ミスか ら

感じとる。読書を権威を身に付け るための手段

と誤解し、「自分はそんなこ とした くないんだ」

とうそぶし、ている君、君はまちがっています。

読書は権威の殻をうちゃぶ る強力 な武器なので

すから。

（うえがき・あきら 計画経済論）

口
十
L
F． 

． 
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祝 21周年 国連寄託図書館「

L_祝 20周年 EC資料センター
UN 

国連と地域を結ぶ
大切な「パイフJ

国連広報センタ一

所長代行 中村恭 一 氏

国連寄託図書館開設21周年おめでとうござい

ます。

国際連合は、国際の平和を守り、経済社会開

発を進め、人権を推進するために、いまから45

年前に創設されました。以来、国際紛争の解決、

植民地の解放、人口、食糧、女性、青年、高齢

者、難民、環境、開発をは じめ、いわゆる 「地

球的規模の問題」に取り組み、多大な成果をあ

げてきました。最近では今世紀最後の植民地の

独立といわれるナミピアの独立も、国連のこの

ような努力の結果のーってす。

貴国連寄託図書館は、こうした国連の活動に

ついて人々のご理解を得、 より積極的なご協力

ならびに御支持を項くうえで大変に重要な役割l

を担っておられます。総会、安全保障理事会、

経済社会理事会をは じめ国連の様々な機関や委

員会の最新の議事録、出版物庁所蔵し、 学内は

もとより、九州｜全域の自治体、研究者、 NG O、

学生、一般市民に公開されています。

また貴寄託図書館は全国の有数の大学に設置

された国連寄託図書館としては、私立大学に設

けられているというユニークな性格を持ってお

ります。 この点てやは貴学のはかに一例を見るだ

けです。

ここ数年、 日本では「国際化」の下に「地球

的規模の問題」への関心が一段と高まり、 国辿

寄託図書館への期待もますます大きく なってい

ます。国連寄託図書館は国連と地域とを結ぶ、

かけがえのない 「パイフ。」 と言 えましょう 。

より一層のご発展をお祈り致します。

（なかむら・きょういち氏）

Congratulations, 
20th Anniversary of EDC. 

dゑ~k久
At a time when practically all Japanese 

institutions and companies are busy studying 

the European Community, no doubt because 

of the enormous opportunities offered by the 

wide opening of the European market-we will 

achieve by the encl of 1992, we should all pay 

a tribute to the precursors, to the pioneers in 

the dissemination of European studies in Japan. 

Twenty years ago, SEINAN GAKUIN UNI-

VERSITY was the first one in Japan to 

establish an European Documentation Centre, 

a place where all the basic EC documents could 

be found and consulted by the, at that time 

few scholars and students that intuitively 

thought that the Community was to grow in 

importance and strength. At that Lime thcr 

were only six members of the Community, and 

its powers were much more limited than today, 

when it is twice as big. 

With our congratulations to SElN八

UNIVERSITY, we send also a message of 

encouragement to co「1tinuc thr importn川 job

they are performing to serve the studο111ぉ，

scholars and business commt111ity of l・¥1kt1olrn. 

The European Community apprc('iatcs tht、

importance and uscf ulncss of th （、 l.•:11ropt、an

Documentation Centreはnclmaintains its tommit-

ment, based on pcrf ormanC(', to each and 011＜‘ 

of the eighteen EDC’s now existing in .Japan. 

（駐日EC委員会代表部広報部 ） 
情報サービス室長ミゲルG.オロスコ氏／

． 

． 
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図書館を正しく利用する方法
一一意外と知らない規則あれこれ一一一

本学図書館のJ'.XJ：削減；件数は53Jj lllJ・。そのうち

開架閲覧室に配当~している l'.X I 弁は 14 Jj !Ill・。 また

和書は33万一冊、 j羊千~： Iま 20 ））附。 雑；心力f5,500 タ

イトノレ。 これらのJ'.XJ書 ・雑誌はー加を除いては

とんど利用することができます。 1 ＇.~i校までの ｜ヌ｜

書室 とは質量 ともに格段の違いがある人－学｜ヌ｜守

館。新入生の皆さんが、図書館をよ りよく利ill

で きるよう に簡単な ご紹介をいたし ます。詳し

くは別冊ガイドブックを参照 してください。

l全館を利用できる ｜

各階は概ね学部学科の学問分野ご とに｜ヌ1"71＋を

置いています。 しかし、 専門教育にも専攻科｜！

と関連科目とがあり、また一般教育利｜｜ もあり

ますから、ほとんどすべての閲覧室を利川する

必要があります。たとえば、経済学部の学／｜ごは

専攻科目を 3階で勉強し、関連科目のl止法や労

働法、政治学な どを 4階て＼ 一般教汗科Uのキ

リスト教学は 2階でというように。

直竿ga寺まで利用できる ｜

授業や課外活動て＼ 昼間落ちついて勉強でき

なかった人は、早目の夕食をとって 6II寺頃来館

してくださし、。 9時までみっちり勉強できます。

｜携帯品はロッカーに l
l階（学習室、新聞閲覧コーナ一、 国連寄託

図書館）を利用する ときは、携帯品は全て持ち

込むことができますが、 2階以上に入るときは

コートや鞄（テキスト、辞書、筆記具を｜除く）

は l階のコインロッカー (100円）に入れてくだ

さい。退館時にコインは戻 ります。コインを持

ち合わせてないときは、 2階のロ ッカーに。

｜ロッカーは当日限り l
図書館ロッカーは図書館を利用するときだけ

・Jy'f ·~I~サービス課長 篠崎 王旬

イ·~えるロ ッカ ーてやす 。 ！駅などのロッカーと混同

しないでください。 キーを持ったまま帰宅 した

場合は始末書を書レていただきます。

｜図書を借りるには利用カード ｜

凶書を借りるためには、図書利用カー ドが必

裂です。 これに は、 利用者他｜人の情報がバーコ

ードで記憶さ れていて、図書に貼ってし、るバー

コードとこのカードのバーコードを読み取るこ

とによって、個人の貸し出し、返却の状況がコ

ンピュータに記録されます。利用カードは在学

期間中有効て＼入学後図書館で配布します。

｜貸出し、返却手続き時間を守って ｜

貸出し、返却情報を閲覧カウンターの コンピ

ュータ端末機で入力したものを、コンピュータ

にパックアップする時聞が必要なため、 とくに

端末機による貸出 し手続きは19: 50に終了しま

す。これ以後はカウンター係員の指示に従って

ください。 また、返却手続きは21時までですが

これも係員の指示によってください。

｜辞書類、雑誌は帯出できない ｜

帯出できるものは禁帯出以外の図書 （開架及

び開架の図書）のみ。辞書、辞典などの参考図

書 と雑誌は貸 し出ししません。必要な ときはコ

ピー砂。

画蚕 吾庫 を利用す る己正l
開架閲覧室の図書 ・雑誌は、自由に利用する

ことができますが、閉架書庫の図書 ・雑誌を利

用する ときは、閲覧カウ ンターに申し込んでく

fごさい。

日 正 三は図書館蔵書のみ1
図書館には コイ ン式複写機を設置 して、利用
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者へのコピーサーピスを行なっています。通常

は 1台の複写機を、定期試験期には 2台を設置

します。紙のサイズに関わりなく 1枚20円で、

図書館蔵書以外のコピーはできません。

｜荷物での座席とり禁止｜

閲覧室や学習室で最も気に入った座席を確保

することは、勉強の能率を上げるためには好ま

しいことです。図書館で勉強し、途中授業 に出

席して再び図書館で勉強するために、授業に出

ている問、荷物で座席を確保する人が少なくあ

りません。図書館での勉学意欲をそぐようで申

しわけありませんが、荷物での座席とりは、 と

くに利用者が多いときは厳禁 します。 一旦図書

館から出るときも、必ず退館手続きをとり、荷

物を全部持ち出してください。

｜図書返却延滞は罰金 ｜

通常、 学部学生は図書 3fff!-15日間の借り出し

ができます。返却期限を過ぎると、 1冊 1日に

つき 10円の延滞料を徴収します。 また、督促に

かかる 費用も 利用者の負担です。返却延滞は、

ほとんど不注意によるもの。借り放 しでは他の

利用者が迷惑します。

｜読みたい本がないときは｜

図書・雑誌は利用者の希望も十分取り入れて

購入するようにしています。図書館に読みたい

本がないときや、蔵書 としてふさわ しい本があ

れば、意見を聞’かせてください。図書館から の

回答は、玄関掲示板にてお知らせします。

｜他大学の図書館を利用するには ｜

相互利用によ って、大学生は他大学の図書館

を利用することができます。 1日限りの場合も

1か月 など長期の場合も、原則と して本学図書

館長が発行する利用願いが必要です。

...._,.,_..... ...._,.,,... 、ごい，＿.....hご、：，~よさ、：q二二？：’ヨ．よ？’q二~＇：＇-e:ーニ？：死去ー」:0-＇：宅二ニァ；仁三．ニ？：宅二ニ:O-＇：宅＝．ニo-＇：死去．よ5γ三二~＇；’百二二？：宅ヨーニ？：ゼ＝ーニゲ：ペョーニゲ：モ二．とペペ三．ニゲ：＇~ニとお：ゼ＝．」E、；’·-e:,. 二三子、：’·-e:..
・＂＂·＇、、ζ？ー＇.：；－， ， ，.ミアー~. ：，－ d町、、‘’りベ戸、 ＿，，＜、 －＇＂＇、 ，今川、 _,.,,, ........ 、＿，川、 ，咋パ、 _.,,,, .... 、，ゥベ、 ，市川、 ＿..，，，，.，：：－、 ＿..，，，..：；、 ，..，..，.也、 ＿..＿，，也、 ，..，..，.－：、 ＂＂＂山也、 ，，シベ、 －.，川、 〆ン川、 ，..，..，，..，、 ，..，..，・也、

議織選議議長糊 絹：繍緩
4月中旬 図書利用カード配布

（新人乍、在校生 とも）

5月11日（金） 学院創立記念日 のため休館

6月27日体） 夏季休暇長期貸 ，11~，し開始

（返却期限は 9月19Fl) 

7月11日休）｝

I j夏季休暇（休JI院中は学問宅IA・J宅）

9月4日（火） J 

8月13日（月）｝

I ｝休館

15日(7J<)J 

〈学術情報センターと接続〉

去る平成 2年 2月28日、念願であった学術！？？

報センター と本学図書館のコンピュータ接続が

実現 しました。同センターは、前東京大学文献

情報センターが改組されたもので、 全国大学図

書館が収蔵する 1億3,000万冊の図書、184万種の

学術雑誌の情報を体系的に収集し、提供するこ

と、あるいは学術データベース化を促進するこ

となどを目的としています。

同センターとは、すでに多 くの大学図書館が

接続を完了しています。本学 もこ の接続によ っ

て、文献所在情報の形成 ・利川や、文献資料の

収集 ・従供など、 よ り光’長 してゆく こと がJVH与

されて います。

〈人事異動〉

千Jぷ2年4J J 1 IIイ、「

11] ~：：令市 川扶IH1i'f-（ ~ifU'ILi民） J，＼！：務泌に

乃F.c1rl1 棚lllJ孝 子（，、戸11:il刷 物.fill_.球に

「人！日jはずI子守を引＝る1]ljに試似を’乏けなければ‘

ならな いω （ソロモン） これからの 4年川の

人リア：／｜：川は決して遊びていあ ってはならなし、。 ｝！？

を 11~·cみ 、 労 ）J した 人 にのみ、社会ていの栄光があ

るだろう 。 （J ) 
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